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要 約 ホルスタイン種初産牛の乾乳期 35 日への短縮と，乾乳 期飼料へのバイパス蛋白質添加が，次の乳

期の産乳と繁殖性に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした試験を実施した．試験区は，慣行的な乾乳

期 60 日の「対照区」39 頭，乾乳期を 35 日に短縮した「短縮区」32 頭，乾乳期を 35 日に短縮し飼料にバ

イパス蛋白質を添加した 「短縮強化区」37 頭により行った．その結果，試験期間である 16 週間の乳量は短

縮区および短縮強化区で減少したが，乾乳期を短縮し搾乳延長した乳量を合わせると試験期間乳量は対照区

と同等の乳量となった．また，泌乳初期の負のエネルギーバランス状態を緩和できた．乳成分は短縮区，短

縮強化区で乳脂率，乳蛋白質率，無脂固形分率が向上した．繁殖成績は，短縮区，短縮強化区ともに発情回

帰日数が早まり， 短縮強化区で累計受胎率の立ち上がりが早まった． 以上から，ホルスタイン種初産牛の

乾乳期を 35 日に短縮すると，乳生産量は低下するが，栄養の充足により健全性および繁殖性を向上させる

可能性が示唆された．さらに乾乳期にバイパス蛋白質を給与することにより，より健全性や繁殖性が高まる

可能性が示唆された．  

 

-  76  -


